
８
月
２
７
日
、
地
元
豊
橋
と
田
原
で

国
政
報
告
会
を
開
催
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
多
く
の
皆
さ
ま
に
ご
参
加
い

た
だ
き
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

《
再
び
国
政
を
目
指
す
》

昨
年
の
衆
院
選
で
落
選
し
て
１
０
ヶ

月
。
落
選
日
の
翌
朝
か
ら
、
豊
橋
駅
で

挨
拶
を
続
け
、
地
元
の
様
々
な
イ
ベ
ン

ト
に
参
加
し
、
ミ
ニ
集
会
も
精
力
的
に

開
催
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

地
域
の
皆
さ
ま
と
接
す
る
こ
の
時
間

は
大
変
貴
重
な
も
の
で
、
そ
の
声
を
１

日
で
も
早
く
国
政
に
届
け
、
地
元
の
た

め
に
力
を
尽
く
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

《
私
の
原
点
》

私
の
原
点
は
Ｆ
１
レ
ー
サ
ー
と
し
て

世
界
と
戦
っ
た
日
々
。
諦
め
る
こ
と
な

く
挑
戦
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
知
り
ま

し
た
。
１
９
歳
で
単
身
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に

渡
っ
た
頃
は
、
「
メ
イ
ド
・
イ
ン
・

ジ
ャ
パ
ン
」
が
輝
く
時
代
。
日
本
は
世

界
の
憧
れ
で
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
徐
々

に
日
本
の
力
が
弱
ま
り
、
外
国
の
企
業

に
追
い
抜
か
れ
て
い
く
の
を
目
の
当
た

り
し
、
『
日
本
人
で
あ
る
こ
と
』
を
強

く
意
識
し
、
戦
っ
て
き
た
私
と
し
て
は

大
変
悔
し
い
思
い
を
し
ま
し
た
。

《
政
治
家
を
志
し
た
理
由
》

『
技
術
で
勝
っ
て
、
ビ
ジ
ネ
ス
で
負

け
る
』
と
よ
く
言
わ
れ
ま
す
。
実
際
、

日
本
は
技
術
は
あ
っ
て
も
、
マ
ー
ケ
ッ

ト
の
分
析
や
挑
戦
心
、
ス
ピ
ー
ド
感
を

欠
い
た
こ
と
や
、
国
の
国
際
戦
略
や
官

民
連
携
も
十
分
で
な
か
っ
た
結
果
、
競

争
力
を
失
い
ま
し
た
。

こ
こ
豊
橋
・
田
原
に
も
、
価
値
あ
る

技
術
を
持
つ
多
く
の
企
業
や
世
界
に
誇

れ
る
品
質
の
農
業
が
あ
り
ま
す
。
私
は

こ
の
価
値
を
最
大
限
発
揮
し
、
競
争
力

も
高
め
ら
れ
る
よ
う
に
取
り
組
み
た
い
。

海
外
で
得
た
私
の
知
見
や
経
験
を
総

動
員
し
、
こ
の
地
元
か
ら
日
本
の
底
力

を
強
め
、
日
本
を
ま
た
世
界
の
中
心
で

輝
か
せ
た
い
。

《
衆
議
院
議
員
時
代
の
取
組
み
》

現
職
の
３
年
の
間
に
、
文
部
科
学
大

臣
政
務
官
兼
復
興
大
臣
政
務
官
に
も
任

命
さ
れ
、
科
学
技
術
や
文
化
を
担
当
。

Ｓ
Ｐ
ｒ
ｉ
ｎ
ｇ
８
の
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
や
、

コ
ン
テ
ン
ツ
産
業
の
人
材
育
成
な
ど
に

取
り
組
み
ま
し
た
。

石
油
に
代
わ
り
得
る
「
合
成
燃
料
」

の
国
内
製
造
を
強
力
に
推
進
。
１
日
１

６
０
リ
ッ
ト
ル
を
製
造
で
き
る
実
証
プ

ラ
ン
ト
を
実
現
。
レ
ー
ス
の
世
界
も
結

果
が
全
て
で
す
が
、
政
治
も
結
果
が
全

て
。
一
期
生
で
も
志
を
強
く
持
っ
て
活

動
す
れ
ば
、
国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
と

い
っ
た
重
要
政
策
に
も
影
響
を
与
え
る

こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

《
私
が
目
指
す
未
来
》

今
、
日
本
は
未
曽
有
の
少
子
高
齢
化

と
人
口
減
少
社
会
。
過
去
に
答
え
は
な

く
、
前
例
主
義
は
通
用
し
ま
せ
ん
。
私

は
こ
れ
ま
で
、
新
た
な
こ
と
に
挑
戦
し
、

未
来
を
切
り
拓
い
て
き
ま
し
た
。
人
口

減
少
社
会
で
生
産
性
を
高
め
る
こ
と
は

困
難
な
課
題
で
す
が
、
日
本
が
世
界
に

誇
る
優
秀
な
人
材
と
科
学
技
術
で
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
を
起
こ
せ
ば
、
実
現
で
き

る
未
来
。
具
体
的
に
は
農
業
や
社
会
保

障
分
野
な
ど
で
も
Ａ
Ｉ
や
デ
ジ
タ
ル
な

ど
を
適
切
に
活
用
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

外
国
人
政
策
に
も
取
り
組
み
ま
す
。

私
自
身
が
外
国
人
と
し
て
海
外
で
生
活

し
て
き
た
か
ら
こ
そ
、
そ
の
国
の
言
葉

や
習
慣
・
文
化
を
学
ぶ
こ
と
の
重
要
性
、

違
法
行
為
に
は
厳
し
く
対
応
す
る
必
要

性
が
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
い
ま
す
。
適

切
な
共
生
社
会
を
実
現
し
ま
す
。

道
路
・
港
湾
・
通
信
な
ど
の
イ
ン
フ

ラ
整
備
も
着
実
に
進
め
、
地
域
と
国
の

発
展
を
支
え
る
基
盤
を
作
り
ま
す
。

「
Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ

ａ
ｓ

Ｎ
ｏ
．
１

ａ
ｇ
ａ
ｉ
ｎ
！
」

私
は
、
日
本
の
底
力
を
信
じ
て
い
ま

す
。
こ
こ
豊
橋
・
田
原
に
は
農
業
、
も

の
づ
く
り
、
観
光
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
な
ど

の
強
み
が
あ
り
、
日
本
を
変
え
る
力
を

秘
め
て
い
ま
す
。
常
に
世
界
の
中
心
で

日
本
が
輝
く
た
め
に
、
み
な
さ
ん
の
生

命
財
産
、
領
土
領
海
領
空
を
守
り
、
日

本
を
世
界
か
ら
信
頼
さ
れ
、
尊
敬
さ
れ
、

愛
さ
れ
る
国
に
す
る
た
め
に
、
仕
事
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。
皆
さ
ま
、
ど

う
か
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。
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《
や
ま
も
と
・
さ
こ
ん
》

愛
知
県
豊
橋
市
出
身
。
１
９
８
２
年

７
月
９
日
生
ま
れ
。
４
３
歳
。
豊
橋

南
高
校
卒
業
、
南
山
大
学
。
１
１
歳
、

レ
ー
シ
ン
グ
キ
ャ
リ
ア
ス
タ
ー
ト
。

１
９
歳
、
単
身
渡
欧
。
２
４
歳
、
当

時
日
本
人
最
年
少
Ｆ
１
ド
ラ
イ
バ
ー

デ
ビ
ュ
ー
。
３
０
歳
、
帰
国
後
、
医

療
介
護
福
祉
の
世
界
に
。
医
療
法

人
・
社
会
福
祉
法
人
さ
わ
ら
び
グ

ル
ー
プ
の
統
括
本
部
長
就
任
。
２
０

１
９
年
第
２
５
回
参
議
院
議
員
通
常

選
挙
（
比
例
代
表
）
に
自
民
党
公
認

で
立
候
補
し
、
落
選
。
２
０
２
１
年

第
４
９
回
衆
議
院
議
員
総
選
挙
（
東

海
ブ
ロ
ッ
ク
比
例
代
表
）
に
自
民
党

公
認
で
立
候
補
し
初
当
選
。
当
選
直

後
か
ら
、
合
成
燃
料
の
国
産
化
の
必

要
性
を
訴
え
、
３
年
以
内
に
日
本
初

の
実
証
プ
ラ
ン
ト
の
稼
動
を
実
現
し

た
。
ま
た
、
２
０
２
２
年
８
月
、
初

当
選
後
一
年
に
満
た
な
い
中
、
文
部

科
学
大
臣
政
務
官
兼
復
興
大
臣
政
務

官
に
異
例
の
抜
擢
。
科
学
技
術
・
文

化
の
担
務
を
中
心
に
活
躍
。
２
０
２

４
年
第
５
０ 

回
衆
議
院
議
員
総
選

挙
に
自
民
党
比
例
代
表
で
２
期
目
に

立
候
補
す
る
も
落
選
し
現
在
に
至
る
。

英
語
、
ス
ペ
イ
ン
語
を
話
す
マ
ル
チ

リ
ン
ガ
ル
。

前
衆
議
院
議
員

国
政
報
告
会
を
開
催

日
本
を
再
び
世
界
一
の
国
へ
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資料解説
前衆議院議員山本左近

冒頭、河合伴治後援会長からは、「日本が世界の中心で輝く国となるためには、若くから世界を経験しグローバルな
視点を持ち、誰よりも日本の良さを実感し、この国を愛する彼のような存在が、ここ豊橋や田原に必要だ。皆さんには、
落選中の身である山本左近くんをこの地から再び国政に送るべく、ご支援ご指導賜りたい。」とご挨拶いただきました。

のんほいサーキット

第一回サコンカップ

日本を再び世界一の国へ
〜Japan as No. 1 Again〜

日本が元気になるきっかけを、豊橋・田原からつくっていく
世界から信頼され、尊敬され、愛される国にするために

日本の未来を切り拓いていく

監修した「のんほいサーキット」にて、第一回サコンカップ
小学生から78才まで幅広い皆さんにカートを体験いただきました！

夕刻のトワイライトタイムからナイトレースは昼間とまた違った面白さ。
子どもたちもカート初体験！楽しかった！と興奮した笑顔が嬉しかったです。
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